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1. はじめに 

このドキュメントは、インテル MKL 10.0 のビルド方法をサンプルコードを使用して説明します。使用

するサンプルコードは、Sparse Solver ルーティンの PARDISO 関数です。このサンプルコードはインテル

MKLライブラリーと共にインストールされます。ビルド環境として Microsoft Visual Studio 2005 を使用し

ます。サポートされるビルド環境（動作環境）の詳細については、インストールされるリリースノートを

ご参照ください。また、本ドキュメントで使用するインテル MKL 10.0 のバージョンは、10.0.012 です。 

尚、インテルMKL には、32 ビットおよび 64 ビット（Intel64、Itanium）用のライブラリーが含まれて

いますが、本ドキュメントでは32ビットライブラリーに限定して説明します。 

このドキュメントで説明するビルド方法は以下の通りです。 

 

コマンドラインからのビルド方法 

・ Microsoft Visual C++ 2005コンパイラーによるビルド 

・ インテル C/C++ コンパイラーによるビルド 

・ インテル Fortran コンパイラーによるビルド 

Microsoft Visual Studio 2005 からのビルド方法 

・ Microsoft Visual C++ 2005コンパイラーによるビルド 

・ インテル C/C++ コンパイラーによるビルド 

・ インテル Fortran コンパイラーによるビルド 

 

 

2. インテル MKL 基本ライブラリー 

以下に示すライブラリーが一般的に使用される基本ライブラリーです。 

（※ 使用するインテル MKL 関数によりこれ以外に特定のライブラリーの指定が必要となります。詳細は、インス

トールされるユーザーズ・ガイドをご参照ください。） 

・mkl_intel_c.lib  cdecl インターフェース ライブラリー（静的ライブラリー） 

・mkl_intel_thread.lib  並列化ドライバー ライブラリー（静的ライブラリー） 

・mkl_core.lib   (インテル MKL) カーネル ライブラリー（静的ライブラリー） 

・libguide40.lib  動的リンク OpenMPランタイムライブラリー（動的ライブラリー） 

 

インテル MKL には、静的および動的ライブラリーがそれぞれ用意されています。どちらのライブラリ

ーをリンクするかは実行環境や設計思想により異なりますが、ここでは上記のライブラリーをリンクする

ようにします。尚、OpenMPランタイムライブラリーに関しては、動的リンクすることが強く推奨されて

います。つまり libguide.lib (静的ライブラリー)を使用するのではなく libguide40.lib（動的ライブラリー）

を使用するようにします。 



 

3. ビルド方法 

以下のサンプルコードを使用してビルド手順を説明します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥examples¥solver¥source¥ 

 pardiso_sym_c.c （C/C++ ソースコード） 

 pardiso_sym_f.f （Fortran ソースコード） 

 

3-1. コマンドラインからのビルド方法 

 

3-1-1. Microsoft Visual C++ 2005 コンパイラーを使用したビルド手順 

3-1-1-a）コマンドプロンプトの起動 

・「スタート」メニューから、“Visual Studio 2005 コマンド プロンプト”を起動します。 

 

 
 

3-1-1-b）インテル MKL ビルド環境変数の設定 

 ・次の環境変数設定バッチファイルを実行します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥tools¥environment¥mklvars32.bat 
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3-1-1-c）カレントフォルダーの移動 

・以下のサンプルコードがあるフォルダーまで移動します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥examples¥solver¥source 

 

 

3-1-1-d）コンパイル 

・以下に示すコンパイルオプションを付加してコンパイルします。使用するコンパイラーコマンドは“cl”
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です。 

> cl /MT pardiso_sym_c.c mkl_solver.lib mkl_intel_c.lib mkl_intel_thread.lib mkl_core.lib libguide40.lib 

 

 

3-1-1-e）実行 

・生成された実行ファイル( pardiso_sym_c.exe )を実行します。 
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3-1-2. インテル C/C++ コンパイラーを使用したコンパイル 

3-1-2-a）コマンドプロンプトの起動 

・「スタート」メニューから“IA-32 対応アプリケーション用インテル(R) C++ コンパイラーのビルド環境”

を起動します。 

 

 
 

3-1-2-b）インテル MKL ビルド環境変数の設定 

・次の環境変数設定バッチファイルを実行します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥tools¥environment¥mklvars32.bat 

 

 

3-1-2-c）カレントフォルダーの移動 

・以下のサンプルコードがあるフォルダーまで移動します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥examples¥solver¥source 
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3-1-2-d）コンパイル 

・以下に示すコンパイルオプションを付加してコンパイルします。使用するコンパイラーコマンドは“icl”

です。 

> icl /MT pardiso_sym_c.c mkl_solver.lib mkl_intel_c.lib mkl_intel_thread.lib mkl_core.lib libguide40.lib 

 
 

3-1-2-e）実行 

・生成された実行ファイル( pardiso_sym_c.exe )を実行します。 
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3-1-3. インテル Fortran コンパイラーを使用してコンパイル方法 

3-1-3-a）コマンドプロンプトの起動 

・「スタート」メニューから“IA-32 対応アプリケーション用インテル(R) Fortran コンパイラーのビルド

環境”を起動します。 

 

 

 

3-1-3-b）インテル MKL ビルド環境変数の設定 

・次の環境変数設定バッチファイルを実行します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥tools¥environment¥mklvars32.bat 

 
 

3-1-3-c）カレントフォルダーの移動 

・以下のサンプルコードがあるフォルダーまで移動します。 
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C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥examples¥solver¥source 

 

 

3-1-3-d）コンパイル 

・以下示すコンパイルオプションを付加してコンパイルします。使用するコンパイラーコマンドは“ifort”

です。 

>ifort /MT pardiso_sym_f.f mkl_solver.lib mkl_intel_c.lib mkl_intel_thread.lib mkl_core.lib libguide40.lib 

 
 

3-1-3-e）実行 

・生成された実行ファイル( pardiso_sym_f.exe )を実行します。 
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3-2. Microsoft Visual Studioからのビルド方法 

 

3-2-1. Microsoft Visual C++ 2005 コンパイラーを使用したビルド手順 

3-2-1-a）Microsoft Visual Studio 2005 の起動 

・「スタート」メニューから“Microsoft Visual Studio 2005”を起動します。 

 
 

3-2-1-b）新規プロジェクト作成 

① 「ファイル」メニューから [新規作成] － [プロジェクト] を選択します。 

 

② “Win32”―“Win32 コンソール アプリケーション”を選択し、プロジェクト名を指定して「OK」ボ

タンをクリックします。 
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③ [アプリケーションの設定] 画面にて以下のように選択して [完了] ボタンをクリックします。 

 

 

3-2-1-c）プロジェクトにサンプルコードの追加 

・[ソリューションエクスプローラ] 内の“ソースファイル”を右クリックして表示されるメニューから[追

加]－[既存の項目] を選択して以下フォルダーにある pardiso_sym_c.c を追加します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥examples¥solver¥source 
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3-2-1-d）ビルド環境検索パスの設定 

① 「ツール」メニューから、[オプション] を選択します。 
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② 表示される [オプション] 画面上で、[ディレクトリを表示するプロジェクト]から“インクルード ファ

イル”を選択して以下のインクルードフォルダーを追加します。 

 C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥include 
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③ 同様に“ライブラリ ファイル”を選択して以下のライブラリ フォルダを追加します。 

 C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥ia32¥lib 

 

④ 同様に“実行可能ファイル”を選択して以下の実行可能フォルダを追加し[OK] ボタンをクリックして

完了します。 

 C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥ia32¥bin 
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3-2-1-e）リンクライブラリの追加 

① 「プロジェクト」メニューから、[プロパティ] を選択します。 

 

② 表示される[プロパティ ページ] 内で、 [リンカ]－[入力] を選択して [追加の依存ファイル] に以下の

ライブラリを指定し[OK] ボタンをクリックします。 

mkl_solver.lib 

mkl_intel_c.lib 

mkl_intel_thread.lib 

mkl_core.lib 

libguide40.lib 
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3-2-1-f）ビルド 

・「ビルド」メニューから [ソリューションのビルド] を選択してビルドを実行します。ビルドが完了した

ら [出力] 画面にて正常終了を確認します。 

 
 

3-2-1-g）実行およびデバッグ 

・「デバッグ」メニューから [デバッグ開始] または [デバッグなしで開始] を選択して実行します。 
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3-2-2. インテル C/C++ コンパイラーを使用したビルド手順 

以下手順 a）～ e）は、「3-2-1. Microsoft Visual C++ 2005 コンパイラーを使用したビルド手順」と同様の

手順となります。 

3-2-2-a）Microsoft Visual Studio 2005 の起動 

3-2-2-b）新規プロジェクト作成 

3-2-2-c）プロジェクトにサンプルコードの追加 

3-2-2-d）ビルド環境検索パスの設定 

3-2-2-e）リンクライブラリの追加 

3-2-2-f）プロジェクトファイルの変換 

・現在の Microsoft Visual C++ プロジェクトからインテル(R) C++ プロジェクトに変換します。 

「プロジェクト」メニューから [インテル(R) C++ プロジェクトへ変換] を選択してください。 

 

3-2-2-g）ビルド 

・「ビルド」メニューから[ソリューションのリビルド] を選択してビルドを実行します。ビルドが完了し

たら [出力] 画面にて正常終了を確認します。 
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3-2-2-h）実行およびデバッグ 

・「デバッグ」メニューから [デバッグ開始] または [デバッグなしで開始] を選択して実行します。 
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3-2-3. インテル Fortran コンパイラーを使用したビルド手順 

3-2-3-a）Microsoft Visual Studio 2005 の起動 

・「スタート」メニューから“Microsoft Visual Studio 2005”を起動する。 

 

3-2-3-b）新規プロジェクト作成 

① 「ファイル」メニューから [新規作成] － [プロジェクト] を選択します。 

② “インテル(R) Fortran”－“コンソール・アプリケーション”－“空のプロジェクト”を選択し、プロ

ジェクト名を指定して「OK」ボタンをクリックします。 

 
 

3-2-3-c）プロジェクトにサンプルコードの追加 

・[ソリューションエクスプローラ] 内の“ソースファイル”を右クリックして表示されるメニューから [追

加]－[既存の項目] を選択して以下フォルダーにある pardiso_sym_f.f を追加します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MKL¥10.0.012¥examples¥solver¥source 
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3-2-3-d）ビルド環境検索パスの設定 

・「 3-2-1. Microsoft Visual C++ 2005 コンパイラーを使用したビルド手順」の 「 3-2-1-d）ビルド環境検

索パスの設定 」をご参照ください。 

3-2-3-e）リンクライブラリの追加 

 ① 「プロジェクト」メニューから、[プロパティ] を選択します。 

 

② 表示される[プロパティ ページ] 内で、[リンカ]－[入力] を選択して [追加の依存ファイル] に以下の

ライブラリーを指定し [OK] ボタンをクリックします。 

mkl_solver.lib mkl_intel_c.lib mkl_intel_thread.lib mkl_core.lib libguide40.lib 
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3-2-3-f）ビルド 

・「ビルド」メニューから [ソリューションのビルド] を選択してビルドを実行します。ビルドが完了した

ら [出力] 画面にて正常終了を確認します。 

 

 

3-2-3-g）実行およびデバッグ 
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・「デバッグ」メニューから [デバッグ開始] または [デバッグなしで開始] を選択して実行します。 
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